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 アート活動でふじ組の宇宙を描いた際、ロケットを描く子どもの姿が見られたことから2枚目の絵の題材は「ロケット」を選びま

した。本を見て、ロケットの細部まで描いていく子やロケットのまわりに星や人工衛星などを描いて宇宙を表現する子などさま
ざまで、完成が近づくにつれ楽しさや嬉しさが膨らんでいる様子でした。(豊かな感性と表現) 

 マーブリングという技法も取り入れてみたところ、液が混ざっていく様子を見て「黒は強いんやな」「青と黄色はいい感じよ」
「じゃあ、赤と青なら紫っぽくなるかも」と子ども同士でいろいろと試しながら色の変化を楽しむ様子が見られていました。 
(思考力の芽生え)(言葉による伝え合い) 

 科学博物館見学やプラネタリウム観賞、アート活動など、さまざまな経験を通して子どもたちの興味がどんどん深まり、広がっているように
感じます。展開の仕方や働きかけ方など試行錯誤の毎日ですが、子どもたちの姿からたくさんヒントをもらいながら一緒に進めてきたいです。 

○ねらい 
 自分なりに宇宙やロケットをのびのびと表現する・マーブリングで色の変化を楽しむ 


